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力蔵大力祈願図
／＇.，、

願

め

て

し、

J
ケ』

、
」

の
小
丸
山
公
園
の
そ
は
に
あ
る
脇
子
八
幡
宮

は
、
源
平
の
戦
い
の
時
、
木
山
の
義
仰
が
武
運

長
久
を
こ
の
社
に
祈
願
し
た
と
伝
え
．
そ
の
後

の
時
代
の
武
将
た
ち
も
氏
運
を
祈
願
し
た
と
い

”つ。
ζ

の
社
の
発
ぷ
は
、
大
川
k
二
年
〈
七

O
二
年

）
崎
暗
中
、
結
後
の
川
川
嶋
制
胤
の
仰
と
し
て
い
に
ら

れ
た
と
と
に
船
ま
り
、
祈
刷
酬
の
神
社
と
し
て
の

川
町
山
人
は
山
い。

乙
の
訟
川
は
、
同
社
に
収
納
さ
れ
た
縦
二
十

れ

L
拍・．、

ぺ吋，
附
四
十
九
州
シ
の
大
作
．h
に
願
い
が
を
刻
ん

だ
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

「
力
厳
」
は
、
田
舎
の
草
加
肢
の
力
士
だ
っ

た
の
か、

州
国
の
力
卜
．だ
っ
た
の
か
不
別
だ
が

大－
M
を
段
か
る
よ
う
千
然
の
成
川
の
．
小
品
川
さ
ん

に
出
り
そ
の
満
願
に
こ
の
行
の
M
M
引
を
作
ら
せ

山下糾
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ー
を
州
手
に
制
限
を
取
る
力
縦
、
そ
の
打
開

に
は
、
不
動
明
．l
Jm階
、
ぶ
州
に
州
側
ぷ
が
次
の
よ

う
に
刈
ん
で
あ
る
。

力
状
成
川山川

断
食
引
に
出

り
て
火
力
そ
祈
る

則
的

γ
じ
化
・

，，、．
－a
’“

勝
的

れl

協

f
八
隅
宮% 



関和 54年 5 月 10日
月刊｛毎月 10日宛行｝

消
防
功
労
者

叙
勲
の
栄
誉

昭
和
制
年
谷
の
叙
勲
の
拝
μ
尚
武
が
5
月

叩
目
、
皇
居
で
行
わ
れ
ま
す
。

朝
日
町
か
ら
狩
谷
常
作
氏
が
地
方
自
治

功
労
者
と
し
て
勲
六
等
単
光
旭
日
草
が
、

ま
た
寺
田
知
勝
氏
が
消
防
功
労
者
と
し
て

般
七
等
青
色
桐
挺
立
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ

れ
ま
す
。

第 28 5号

勲
六
等
単
光
旭
日
章

地
方
自
治
功
労

、

ひマさ

狩
谷

市
作
氏

（口）

朝
日
町
月
山

元
朝
日
町

議
会
議
員

狩
谷
さ
ん
は
、
旧
五
箇
庄
村
接
会
議
員

を
6
年
間
、
合
併
後
朝
日
町
議
会
員
と
し

て
同
年
問
、
町
行
政
と
郷
土
発
展
の
た
め

に
尽
さ
れ
た
功
績
に
よ
る
も
の
で
す。

寺
田
さ
ん
は
問
和
泣
年
泊
町
普
防
団
員

拝
命
以
来
今
日
ま
で
引
年
有
余
の
永
き
に

わ
た
り
、
消
防
精
神
に
徹
し
あ
ら
ゆ
る
災

害
か
ら
郷
土
を
守
り、

防
火
思
想
の
普
及

、
婦
人
消
防
隊
の
装
備
及
び
技
術
技
能
の

あ報

勲
七
等
青
色
桐
葉
章

昭和32年 8月 8日 庁 a

第 3.•<l・n可 ・ μ入

寺
田
知
勝
氏

（日）

朝
日
町
下
道
下

朝
日
町

消
防
団
副
団
長

充
実
強
化
、
消
防
施
設
の
鉱
充
強
化
と
近

代
化
を
図
っ
た
功
舗
に
よ
る
も
の
で
す
。
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朝
日
産
米
の

声
価
を
高
め
よ
う

朝
日
町
米
作
改
－
M
対
策
協
様
会
で
は
、

な
お
一
回
の
良
質
米
生
産
艦
大
と
裁
培
技

術
の
向
上
に
よ
り
、
朝
日
産
米
の
声
価
を

高
め
る
ζ

と
を
目
的
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
事
業
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

出
家
の
留
さ
ん
の
今
後
の
裁
渚
菅
理
の

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
コ
シ
ヒ
カ
リ
由
R
E因
子

十丸胞
の
契
柾
出
に
は
、

肥
料
相
設
計
、
生

育
調
査
、

農
療
の
散
布
に
つ
い
て
標
示
仮

に
記
滅
し
て
あ
り
ま
す
。

八
実

E
図
を
管
理
さ
れ
る
方
々

V

泊

荒
尾

一
雄

草
野

追

分

繁
蔵

桜

町

住

吉

大

栄

小
吏

谷

口

敏

商
品

清

水

英

信

殿

町

角

丸

信

安

辻
岩
崎

谷
口
八
盟
子

弁
ノ
口
大
久
保
伊
文

金
山

高

田

周
一

藤

塚

山

岡

邦
彦

※

う
玄
い
米
づ
く
り
の
村

※

O
殿
町
生
産
組
合
（
代
表
者
大
森
周

一エ〉

継
続

組
織
の
織
成
制
戸

市

お

品
種
別
作
付
予
定

コ
ジ
ヒ
カ
リ

刊

v
h

越
路
早
生
日
刊
釘

ζ

が
ね
も
ち

5
r

O
繍
水
生
産
組
合
〈
代
表
者

孝
）
新
規

組
織
の
偶
成

犯

戸

店

訟

日川
留
別
作
付
予
定

コ
シ
ヒ
カ
リ
印
v
h

越
路
早

生

お

r

こ
が
ね
も
ち

b
w
h

加
納
偲

ぷ

婦
人
米
づ
く
り
教
室

内氏

下
山
新
地
M
b

山
地
区

月
山
地
区

竹
ノ
内
地
区

東
草
野
地
区

笹
川
地
区

富

山

県

’E 

部
山
県
「
米
作
改
良
」
お
よ
び
「
優
良

転
作
」
選
賞
式
が
去
る
4
月
間
日
県
庁
で

行
わ
れ
、
朝
日
町
か
ら
は
、
問
和
臼
年
度

に
お
い
て
米
作
改
良
に
精
励
さ
れ
た
次
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た。

※
富
山
県
米
作
改
良
対
策
本
錫
賞

。
団
体
の
鶴

米
作
改
良
優
良
生
臨
時
川
体

不
動
鉄
生
協
肌
組
合
（
水
井
和
総
，

O
個
人
の
部

米
づ
く
り
優
良
生
産
者江

測

順

良

、

（竹
の
内
）

‘
作
付
面
積

4

m
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産
米
出
荷
鍬

あ
な
た
の
年
金
は

大
丈
夫
で
す
か

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
、
あ
る
い
は

加
入
し
て
い
た
が
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て

い
た
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

い
ま
、
国
民
年
金
で
は
、

過
去
に
納
め

忘
れ
て
い
た
保
険
制
を
特
例
的
に
納
め
ら

れ
る
特
例
納
付
制
度
を
実
施
中
で
す
。

こ
れ
は
当
然
加
入
す
べ
き
で
あ
っ
た
期

間
で
、
未
納
の
た
め
2
年
の
時
効
に
な
っ

た
れ
月
に
つ
い
て
、

一カ
月
に
つ
き
4
千
円

の
剖
合
で
納
め
、
将
来
の
年
金
額
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
、
昭
和
白
年

6
月
初
日
ま
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
も
う
す
で
に
特
例
納
付
を
利

用
し
、
年
金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ

た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
、

乙
の
級
会
を
利
用
し
て
自

分
の
年
金
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
現
況
屈
は

済
み
ま
し
た
か

(2) 

五
川
は
、
国
民
年
金
の
臨
書
年
金

・
付

子
・
準
母
子
年
金

・
遭
児
年
A
m

・
寡
婦
年

金
を
受
け
て
い
る
方
が

吋現
況
届
・3

を
提

出
す
る
月
で
す
。

ζ

の
届
は
、
あ
な
た
や
家
族
の
状
況
に

変
化
が
な
い
か
確
認
し
、
引
き
続
き
年
金

を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
大
切

な
制
で
す
。

も
し
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り

し
ま
す
と
、

9
月
期
以
降
の
年
金
の
支
払

い
が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
ず
期

限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

用
紙
は
、
す
で
に
社
会
保
険
感
務
所
か

ら
送
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
6
月
以
降

に
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は、

乙
の
届
を
削傑
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
送
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ぶ
し
い
ζ

と
は
、
住
民
徳
祉
課
由
民
年

金
係

（雪
3
H
1
1
00
内
線
泊）

ま
た

は
魚
津
社
会
保
険
製
務
所
国
民
年
金
業
務

課
（
画。
0
7
6
5
H
剖
HH
1
4
9
4
）へ

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

魚
津
社
会
保
険
事
務
所

が
移
転
し
ま
す

創
出
市
本
江
1
6
8
3
1
7

（旧
魚
崎
伴
保
健
附
あ
と
）

・
移
転
H

昭
和
例
年
5
月
別
自

t
お
日

・
業
務
開
始
昭
和
u
m
年
5
月
初
日
〈
土
）

・
電
話
事
官
号
魚
津
局
（
0
7
6
5）

凶
民
年
余
業
務
抑
制
門
H
1
4
9
4

庶

務

閣

内
H
1
2
5
2

策

郡

部

Mm
h
1
4
6
4

徴

収

却

目

。1
4
6
0

－柑仲
転

先
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5
月
川
日
か
ら

道
下
踏
切
が
車
輯
通
行
止
に
な
り
ま
す

”。⑧

現場付近見取略図

日

6
月
叩
日
ま
で

も
行
い
、
川
護
も
新
し
く
す
る
た
め
、

b

月
同
日
か
ら
6
月
川
固
ま
で
、
道
下
踏
切

｛
舟
見
踏
切
）
の
車
両
通
行
止
め
を
行
い

ま
す
。
列
車
の
安
全
と
乗
心
地
の
良
い
線

路
、
強
い
線
路
に
す
る
と
同
時
に
皆
織
方

の
御
利
用
の
踏
切
も
改
良
し
、
踏
切
事
故

防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

な
お
、
迂
回
路
お
よ
び
看
仮
回
向
一不
箇
所
、

案
内
板
等
、
図
示
し
た
通
り
で
す
。
御
協

力
を
お
願
い
欽
し
ま
す
。

国
鉄
で
は
験
送
盈
の
崎
大
に
伴
い、

ν

l

w
の
老
朽
化
し
て
い
る
所
か
ら
遂
次
、

更
換
す
る
計
闘
が
建
て
ら
れ
、
道
下
踏
切

（舟
見
陪
切
）
を
含
む
上
り
、
下
り
線
ν

l

w更
換
が
5
月
目

・
げ
臼
（
下
り
線
）
5
周

辺
－

m臼
〈
上
り
線
）
に
行
わ
れ
ま
す
。

乙
の
新
レ

l
戸
は
、
在
米
の
レ

l
w
よ

り
穴
き
く
、
重
く
、
そ
し
て
高
さ
も
約
加

ミ
リ
高
く
な
り
、
非
常
に
強
く
で
き
て
お

り
ま
す
。

今
回
乙
の
吏
換
に
よ
り
、
レ

l
w
を
支

え
る
マ
ク
ラ
ギ
、
道
床
バ
ヅ
ス
ト
の
更
換

ひさあ報 ..…・広昭和32• 8月 8日
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道
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区~主主野安道ti

箆
g
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大
方
主
回崎

町
，

au同
月
唱
・
ロ
H

実

施

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

商
業
を
営
ひ
会
事
業
所
を
対
象
に
し
た

商
業
統
計
調
査
が

6
月
l
目
、
令
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。

ζ

の
調
査
は
、
「
商
業
に
つ
い
て
の
国

勢
調
査
」
と
も
い
う
べ
き
国
の
重
要
な
統

計
調
食
の

一
つ
で
あ
り
、
一
般
に
間
売
業

小
売
禁
お
よ
び
飲
食
店
と
い
わ
れ
る
も
の

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
園
、
県
、
市
町
村
で
い

ろ
い
ろ
な
施
策
ぞ
鴻
ず
る
た
め
の
基
礎
資

料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

徴
税
そ
の
他
不
利

益
に
な
る
ζ

と
に
使
用
さ
れ
る
乙
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

商
業
を
営
ま
れ
る
皆
さ
ん
の
御
筋
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

H

弱
者
H

の
事
故
防
止
に
重
点

日
日
l
m
日

春

の
全
国
交
通
安
全
運
動

5
月
日
日
（
金
）

か
ら
却
臼
〈
日
）
ま
で

の
叩
H
問
、
全
国
い
っ
せ
い
に
替
の
全
国

交
通
安
全
運
動
が
く
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
重
点
目
僚
は
択
の
3
点
で
す
。

①
歩
行
者
お
よ
び
自
転
車
利
用
者
、
と
く

に
老
人
と
乙
ど
も
の
事
故
防
止

①
自
動
二
給
率
お
よ
び
原
動
機
付
き
自
転

車
の
穆
故
防
止

①
安
全
運
転
の
確
保
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
の
推
進

昨
年
1
年
間
の
交
通
事
故
死
者
数
は
、

8
干
7
8
3
人
（
全
国
）
の
う
ち
3
人
に

1
人
が
歩
行
者
で
、
な
か
で
も
中
学
生
以

下
の
子
供
と
印
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の
多

い
の
が
目
立
ち
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
お
よ
び
原
動
層
付
き
自

転
車
乗
車
中
の
死
者
も
前
年
に
く
ら
べ
て

刷唱え
て
お
り
、

ζ

れ
ら
に
歩
行
者
を
加
え

た
い
わ
ゆ
る
。
交
通
弱
者
。
の
死
者
は
、

4
千
7
8
2人
を
数
え
、

全
体
の
半
叡
を

占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
死
亡
穆
放
を
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運

転
管
理
の
面
か
ら
見
ま
す
と
、
酒
酔
い
、

無
免
許
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
の

o
交
通
一二
想

。
に
よ
る
も
の
が
ね
桁
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。巡

転
者
の
方
は
、
交
通
の
N
I
W
を
よ

く
山
す
り
．
つ
ね
に
h
q

ゆ
ず
り
合
う
。
気
持

ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

急
が
な
い
乙
と
、
ス
ピ
ー
ド
を
お
と
そ
う

が
務
故
防
止
の
第
！
と
心
得
て
下
さ
い
。

明
る
い
町
づ
く
り
は

み
%
な
の
防
犯
で

O
お
出
か
け
は

ひ
と
声
か
け
て

O
カ
ギ
か
け
て

金
を
あ
ず
け
て

カ
ギ
か
け
て

ひ
と
安
心

「
あ
き
栄
」
に
入
ら
れ
な
い
た
め
に
、

外
出
す
る
と
き
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
注
憲

し
ま
し
ょ
う
。

O
隣
に
「
ひ
と
声
」
か
け
て
留
守
を
頼
む

O
な
る
べ
く
雨
戸
や
カ
ー
テ
ン
を
し
め
放

し
に
せ
ず
関
守
と
い
う
に
と
が
一
目
で

わ
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

(3) 

唱

l
マ
／
「
hiv
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消
火
器
の

ひ

取
り
扱
い
に
注
意

さ

各
家
庭
で
備
え
ら
れ
て
い
る
消
火
穏
が

家
の
す
み
つ
こ
で
、
し
か
・
も
人
目
に
つ
き

に
く
い
所
に
置
か
れ

τ、
そ
の
上
や
周
囲

に
荷
物
な
ど
が
置
い
て
あ
る
例
が
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

こ
れ
で
は
せ
っ
か
く
備
え
ら
れ
た
消
火

器
が
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に
立
ち
ま
せ

ん
の
で
次
の
事
項
に
注
意
し
て
消
火
穏
を

使
い
や
す
い
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ

、。1
誰
に
で
も
自
に
つ
く
所
に
置
く
こ
と
。

2
火
災
が
起
き
た
濁
合
に
容
易
に
取
れ
る

所
に
置
く
ζ

と。

3
歩
く
所
や
倒
れ
や
す
い
場
所
に
は
置
か

な
い
こ
と
。

4
日
の
当
る
場
所
や
湿
気
の
多
い
所
は
さ

け
る
こ
と
。

5
万
一
使
っ
た
と
き
は
、
再
び
州
飢
え
る
状

態
に
し
て
も
と
の
位
鑑
に
早
く
戻
し
て

あ報広昭和32年 8Jl 8 B 
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お
く
こ
と
。

6
消
火
器
に
表
示
し
て
あ
る
使
い
方
を
よ

く
知
ウ
て
お
く
乙
と
。

ま
た
消
火
器
の
点
検
、
検
査
に
つ
い
て

は
、
消
火
器
に
表
ポ
し
で
あ
る
製
造
年
月

日
に
よ
り
、
粉
末
消
火
絡
に
あ
っ
て
は
5

年
、
泡
末
消
火
認
に
あ
っ
て
は
1
年
ご
と

に
行
う
の
が
目
安
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で

時
期
が
来
ま
し
た
ら
点
検
を
行
い
、
薬
剤

や
ボ
ン
ベ
に
異
常
が
あ
れ
ば
取
り
替
え
て

く
だ
さ
い
。

な
お
薬
剤
等
を
入
れ
伴
え
ら
れ
る
際
に

要
請
が
あ
れ
ば
、
地
区
お
よ
び
団
体
等
の

単
位
で
消
火
器
の
消
火
実
験
お
よ
び
消
火

器
の
取
り
設
い
講
習
に
消
防
署
か
ら
出
伺

し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

火
災
警
報
発
令
中
の

広
報
と
火
の
制
限

フ
ェ
ー
ン
現
象
等
に
よ
り
気
象
の
状
況

が
一
定
基
準
に
達
し
火
災
予
防
上
危
険
で

あ
る
と
泌
め
る
と
き
は
、
火
災
嘗
報
を
発

令
し
て
、
消
防
車
お
よ
び
広
報
車
で
嘗
鐙

を
鳴
ら
し
て
広
報
に
巡
回
し
ま
す
。

な
お
火
災
警
報
発
令
中
に
お
い
て
は
火

災
予
防
条
例
に
よ
り
次
の
火
の
使
用
制
限

を
受
け
ま
す
。

3 2 I 
屋 煙こ 山
外 火 と林
に（。原
お花野
い火に
て~ :ti:> 
火をい
遊 佼て
び 用 火
まし入
たなれ
はいを
たこ し
きとな
火 。い

を
し
な
い
こ
と
。

4
屋
外
に
お
い
て
は
、
引
火
性
ま
た
は
爆

発
性
の
物
品
そ
の
他
吋
燃
物
の
付
近
で

喫
艇
を
し
な
い
ζ

と。

5
残
火
（
た
ば
こ
の
吸
般
を
含
む
）
取
灰

ま
た
は
火
粉
を
始
末
す
る
こ
と
。

6
屋
内
に
お
い
て
棟
火
を
使
用
す
る
と
き

は
、
窓
、
出
入
口
等
を
閉
じ
て
行
う
こ

と。
朝；
日
目I

タ消
！費
決者

lま ！
｜る

モ消
費
に
関
す
る

苦
情
相
談
を
ど
う
ぞ

朝
臼
町
で
は
消
費
者
の
利
益
を
守
る
た

め
、
消
費
者
か
ら
の
卒
直
な
意
見
、
希
望

情
報
の
提
供
を
受
け
、
消
費
者
保
護
の
た

め
の
諸
施
策
の
円
滑
な
運
嘗
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
消
費
者
モ
ニ
l
ク
ー

を
設
慢
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
次
の

5
名
の
方
々
に
阻
和

M
年
度
の
モ

ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

同
毛

ヱ
タ
ー
は
月
l
回
の
食
料
品
価
絡

調
査
、
消
費
に
つ
い
て
の
苦
情
州
談
の
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
と
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

－
朝
日
町
消
費
者
モ
ニ
タ
ー

藤
沢
房
子
（
温
泉
町
）

坂
東
君
子
〈
本
町
）

平
崎
や
へ
〈
上
道
下
）

殿
村

郁

（

西

町

）

柴
山
と
み
（
中
町
）

町
営
住
宅

入
居
申
し
込
み

ー

5
月
幻
自

1
6
月
2
日

｜

桜
町
地
内
の
町
営
住
宅
の
昭
和
臼
年
度

の
入
居
順
位
を
決
定
す
る
た
め
、
入
居
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、

5
月
引
臼
（
月
）

i

6
月
2
日
〈
土
）
ま
で
、
役
場
建
設
課
ま

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
居
順
位
は
、
公
開
抽
選
に
よ

り
決
定
し
、
昭
和
白
川
年
4
月
1
日
よ
り
附

和
白
年
3
月
引
日
ま
で
の
期
間
に
住
宅
が

空
家
と
な
っ
た
都
度
入
居
順
位
に
よ
り
、

遂
次
、
入
居
を
許
可
し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
鐙
設
課

（管

3
H
1
1
0
0内
線
計
）
へ
お
問
い

あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

筒
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
を

借
し
出
し
ま
す

け

l
朝
日
町
姻
情
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

r

朝
日
町
制
聴
覚
フ
イ
プ
ラ
リ
ー
で
は
、

こ
の
ほ
ど
社
会
教
育
用
と
し
て
次
の

E
本

（
カ
ラ
1
）
の
フ
ィ
ル

ム
を
購
入
し
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。

31時
分 間

フ
ィ
ル
ム
名
内
容
対
象

。
あ
な
た
も
リ
ー
ダ
ー
に

高
円
生
婦
人

P
T
A

リ
ー
ダ
ー
養
成

O
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

叩

分

青
年
、
成
人
、
ス
ポ
ー
ツ

O
悪
く
な
っ
た
と
い
う
け
れ
ど

円
分

一

般

婦

人

幼

児

教

育

噌

1
7
f
n
b

O
運

動

不

足

と

成

人

病

泊

分

青

年

成

人

保

健

衛

生

体
育
レ
ク
リ
γ

一l
シ
ョ
ン

C
遊

び

の

く

ふ

う

円

分

児

童

情

換

教

育

O
名

犬

ジ

ョ

ン

お

分

児

童

名

犬

物

語

利
用
希
望
の
方
は
、
朝
日
町
視
聴
覚
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
〈
小
川
中
内
、
朝
日
町
教
育

セ
ン
タ
ー

（雪

3
U
0
2
7
9）
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
映
写
に
は
日
ミ
リ
映
写
機
燥
作

免
許
誠
が
必
要
で
す
。

(4) 

一
ー
ー
青
年
海
外

一

「
ー

協
力
隊
員
募
集

｜一

昭

和

M
年

度

隊

員

青
年
海
外
路
力
隊
事
務
局
で
は
、

間
利

M
年
度
容
の
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

加
色
刷
か
ら
お
歳
ま
で
の
書
円
作
努

女
で
、
中
堅
程
度
の
技
術

・
技

能
を
有
す
る
者

O
派
遣
先

ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
・
中
近

東
・
中
南
米
・
南
太
平
洋
の
開

発
途
上
国

。
派
遣
期
間

2
年
間

O
願
轡
締
切

5
け
引
臼

ヱホ
）

O
応
募
説
明
会

5
月
初
日

（日）

午
後
1
時

県
民
会
館
7
0
1号
室

れ
し
い
こ
と
は
、
朝
日
町
教
育
委
員
会

（舎
3
d
1
1
0
0内
線
刊
）
ま
た
は
、

富
山
県
総
務
部
総
務
課
外
事
係
（
舎
0
7

6
4

引
H
4
1
1
l
内
線
3
3
3）
へ

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
っ

O
資
絡
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． 
晦
u
u
r
Q
乏
な
く
U
1
を
恥
り
な
街
ず
〈
り

新
公

民
館

職

員

紹

介

朝
円
町
教
育
委
員
会
で
は
、
新
公
民
館

職
員
と
し
て
つ
ぎ
の
か
た
が
た
を
委
噺
し

ま
し
た
。

~ 2 8 5号

。
館
長
（
任
期
4
年）

大
家
庄

野
村
久
四
（
新
）

。
主
事

中

央
藤
田
康
弘
〈
新
）

。

大

和

渡

（

O

）

泊

佐

々
木
－
雄
（
O

）

h
q

島
田
久
志
（
グ
〉

五
箇
庄
小
城
時
儀
（
h
q

）

山

崎

中

野

蓑

憾

〈
h
q

〉

0
・
記
（
任
期
2
年）

中
山
八

森
野

粒（一均一）

境

水

島

一

行

（
乙

笹

川

竹

内

重

之

（
h
q

）

泊

高

桜

良

治

（

新
v

－
川
見

勇
（
O
）

西
岡
良
則
（
再
）

河
村

章

（k
e
）

谷
口
宗
次
（
b

〉

ひさあ報

間五
箇。

保庄

広

Smoki1i Ckan 
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野川大
家

中崎庄

白
井
久
也
（
再
〉

草
原
庄

一
（新）

小
川
雅
幸
（
再
）

E徳学

座級

開

設

公

民

館

朝
日
町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
も

脅
年
学
級
や
婦
人
学
級
な
ど
の
学
級
講
座

を
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

受
講
希
望
の
方
は
各
公
民
館
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

。
青
年
学
級
（
教
室
）

中
央
、
笹
川
、
泊
、
五
箇
庄
、
南
保

大
家
正
．
山
崎

〈
〉
的
人
学
級

笹
川
、
境
、
五
箇
任
、
簡
保
、
大
家

圧

。
家
庭
教
育
ヂ
級

五
箇
圧

。
乳
幼
児
学
級

泊

〈

V
高
齢
者
ヂ
級
（
教
室
）

山
中
央
、
宮
崎
、
大
家
圧
、
山
崎

。
少
年
教
安

泊
、
五
億
庄

。
公
民
講
座

中
央
、
境
、
笹
川
、
泊
、
五
箇
庄
、

南
保

。
宵
少
年
地
域
活
動

中
央

。
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
央

O
P
T
A
地
域
活
動

南
保

AV
社
会
教
育
施
設
活
動
研
究
（
県
委
嘱
）

泊

自
然
を
愛
し

自
然
を
語
る

ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
ヤ
l
イ

後
れ
た
働
・
植
物
の
宝
庫
と
し
て
知
ら

れ
る
城
山
一
円
や
北
文
谷

一
得
は
、
学
術

的
に
も
寅
罰
忽
地
減
と
し
て
、
昭
和
刊
年

3
月
に
県
立
自
然
公
園
（
面
積
9
千
問

・

幻
お
）
の
指
定
を
う
け
、
シ
ー
ズ
ン
と
も

な
れ
ば、

県
内
外
か
ら
の
遠
足
や
家
族
ぐ

る
み
の
ハ
イ
キ
ン
グ
答
で
賑
い
ま
す
。

町
で
は
、
広
大
な
以
岡
崎
の
自
然
保
護
や

拠
点
施
設
の
然
備
に
努
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
心
な
い
人
比
の
た
め

随
所
に
自
然
厳
綾
が
見
ら
れ
、
保
護
と
監

視
の
強
化
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

町
で
は
、
花
や
、
簡
単
木
、
野
鳥
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、
自
然
を
愛
し
、
自
然
の
説

明
や
保
護
を
行
う
と
同
時
に
監
視
も
行
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ナ
チ

ュ
ラ
リ
ス
ト
を
求
め

て
い
ま
す
。

自
然
の
高
揚
と
郷
土
の
自
然
保
護
の
た

め
に
多
数
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。な

お
、
詳
し
い
と
と
は
役
場
産
業
課
観

光
係
（
雪
3
1
1
1
0
0内
線
臼
）
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。）

郵
便
局
だ
よ
り

申
告
し
て
く
だ
さ
い

郵

便

物

の

事

故

郵
便
物
が
着
か
な
い
、
中
身
が
足
り
な

い
な
ど
の
事
故
が
あ
っ
た
時
は
、
由
宵
留
扱

い
、
普
通
扱
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
霞
寄
り

の
郵
便
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
申
し
出
の
際
は
、
郵
便
物
の

タバコは朝日町で

買いましょう。

種
類
、
内
容
品
、
差
出
棋
厳
に
つ
い
て
で

き
る
だ
け
詳
し
く
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

早
速
調
査
し
て
．
か
月
以
内
に
お
答
え
を

差
し
上
げ
る
ζ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

税
務
課
か
ら
の

お
し
ら
せ

ハ
今
月
の
税
金
V

軽
自
動
車
税
（
会
期）

固
定
資
産
税
（
第
一
期
分
）

八
納
税
は
口
座
振
込
で
V

※
金
融
機
関
が
あ
な
た
に
か
わ
っ

て
指

定
の
口
座
か
ら
自
動
的
に
綴
り
内
え
て

納
税
す
る
確
尖
で
便
利
な
制
度
で
す
。

一

佐

野

先
生

講

演

会

一

～

職
業
病

（じ
ん
肺
症
）

一

全
国
じ
ん
肺
患
者
同
盟
泊

・
黒
部
両
一

一
支
部
の
要
望
に
応
じ
て
、
労
働
和
学
研
…

…
究
所
副
所
長
で
あ
り
、
じ
ん
肺
（
法
制
F

一）
研
究
専
門
医
の
佐
野
辰
雄
先
生
が
じ
…

…ん
刷
に
関
す
る
乙
と
、
遺
族
補
伯
に
関

』

一
す
る
消
演
を
行
わ
れ
ま
す
。

．

じ
ん
肺
患
者
選
肱
・
じ
ん
町
有
所
見

－

一
者
の
万
の
多
数
の
出
席
を
お
願
い
し
ま

…

…す。

－

一

記

一

…
目
前

6
月
9
日
ヱ
ム
）
午
後
1
時

一

一
一場所

泊
病
院
2
階
会
議
所

一
主
似

全

国

じ
ん
肺
患
者
同
盟

一

一

泊

・
黒
部
支
部

(5) 
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現
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す
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ち
ゃ
ん
誕
生
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絵
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若
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お
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上
自
問
栄
作
（
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桑
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（
b
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土

井

み

よ
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竹

中

ゆ

き
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藤

井

三

郎
（
訂
）

七
沢
栄
吉
（
乃
」

大

弁

ト
シ
エ
戸
市
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自
弁
い
と
（
位
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愛の献血

-3月実箱分一

あナのあなたを

保障ナる
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辰
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岨
際
清
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水
門
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孝
夫

笹
川
地
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竹
内
登
英
子
、
折
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恵
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長
作
栄
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相
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一
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古
沢
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玉
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殺
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梅
沢
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大
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石
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情
和
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、
野
口
利
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三
区

泉
育
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上
杉
恵
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、
山
崎
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次
、
大
平
勝
美
、
平
野
清
彦

五
箇
庄
地
区

草
山
仙
吉
、
広
回
万
紀
子

大
久
保
正
美
、
浜
川
治
、
中
島
梨
、
問

中
康
夫

爾
係
地
区

更
田
守
、
山
本
隊
豆
、
終
笑

千
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長
崎
友
行

山
崎
地
区

古
市
一
夫
、
越
間
正
幸
、
久

我
口
哲
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中
偽
成
部

犬
猿
庄
地
区

大
井
太
邸
、
稲
川
問
、
勝

同
由
美
子
、
小
新
泣
二
郎
、
工
藤
宏

．

行
木
正

て

・仏
川市附
子
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ご存知ですか

変身した上の山台地／ （観光コー士）

か
や
や
雑
木
の
間
を
か
い
く
ぐ
っ
て
歩
い
た

綿
山
預
上
か
ら
鹿
島
神
社
（
宮
崎
）
に
至
る
上

の
山
台
地
一
裕
は
2
年
前

（
昭
和
臼
年
）
国
民

休
養
胞
と
し
て
誕
生
し
、
以
来
園
地
造
成
が
進

め
ら
れ
て
こ
の
程
、
拠
点
地
内
に
附
近
の
風
致

に
配
慮
さ
れ
た
東
屋
風
の
展
望
休
憩
所
（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋
建
、
笛
積
1
5
0
・
乃
ぽ

）
が
完
成
し
ま
し
た
。

台
地
一
刊
川
は
広
大
な
芝
生
広
湯
（
菌
加
l
万

7
千
ぽ
）
を
中
心
に
松
や
桜
な
ど
各
種
の
緑
地

滑
を
設
け
て
広
大
な
庭
園
を
か
も
し
だ
し
、
ま

た
附
近
の
繁
み
を
利
用
し
て
フ
ィ

ル
ド
ア
〆
レ

チ
ッ
ク
を
設
置
す
る
な
ど
幅
広
い
年
齢
層
が
楽

し
め
る
み
ん
な
の
憩
い
の
溺
と
し
て
変
身
し
ま

し
た
。水

田
作
業
も
た
け
な
わ
の
季
節
、
真
甘
の
余
暇

を
み
つ
け
て
家
族
ぐ
る
み
で

一
度
訪
ね
て
み
ま

せ
ん
か
。

季
飢
を
か
え
て
ま
た
行
き
た
く
な
る
と
こ
ろ

で
す。

相談ごとご案内

時 6月第2火曜日

午前10時～午後3時

場所朝日町福祉センター

相談員川上郷ー（雪3-0050)

日 時 6月19日＠
午後1時～午後4時

渇所朝日町福祉センター

相談員人権擁護委員

上国憲二（舎2-012?)
在田佑芳（雪2-2164i
小沢 浩（雪3-3000)

談

ム人 権 法律相 談

相政ム行

[_j 

ク”’’
 

ド

ナ

ル

レ
イ
ス

フ
ア

↑
 

上

の

山

台

地

↑

相 談

時毎週火IW日
午前10時～午後311与

所朝日町簡祉センタ ー

（き3--0756.l

①H時第3月曜日

午前10時～午後3ll'J' 
場所黒部市中央公民館

①日時第3水雌日

午前10時～午後3時
場所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室

ム心配ごと

日

話通

ム交通事故巡回相談

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
循
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
怠
の
煩
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
温
泉
町
と
く
名
さ
ん
よ
り
給
付
物
報

労

金

川

万

5
千
5
一白
円

と
く
名
さ
ん
よ
り

3
千
円

出
山
み
や
さ
ん
よ
り
中
古
衣
類

初
点

守
倒
ふ
な
さ
ん
よ
り
中
古
衣
類

3
焔

マ
沼
保

マ
上
町

マ
笹
川新

着
図
書
案
内

r朝
日
町
立
中
央
図
・
館

re

一
般
図
書

日
本
史
の
巷
説
と
実
一
次
和
歌
森
太
郎

一
日
で
覚
え
る
日
本
史
年
表
渡
辺
剛
彩

絵

本

と

は

何

か

松

井

山

絵
本

を

み

る

限

松

井

町

固
定
、
重
要
文
化
財
築
内
毎
日
新
聞
社

能
成
百
話

I

E

N

H

K

縞

釈

迦

金

書

集

高

瀬

広

唐

現
代
用
語
の
基
礎
知
識

自

由

国

民

社

鎌
合
人
物
誌

永

井

路

子

万
葉
を
考
え
る

縦

原

猛

愛
情
心
理
テ
ス
ト

践

野

八

郎

0
歳
か
ら
日
歳
ま
で
の
性
教
育上

田
桂
川
刷
他

河

添

邦

俊

阿
部

進

伊
藤

正

治

闘
回

途

彦

広
中

平
祐

時
害
児
の
育
つ
み
ち
す
じ

3
緩
ま
で
に
決
ま
る

成
人
病
の
す
べ
て

英
才
教
育
時
代

広
中
平
柏
の
教
育
探
検

ク
ッ
シ
ョ
ン

と

小

も

の

雄

知

大
き
な
パ
ッ

ク
と
小
さ
な
パ

ッ
ク

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

刺
し
ゅ
う
ア

ッ
プ
リ
ケ

足
笥

よ

り

松

山

平

谷

愛

を

旅

す

る

人

へ

は

ら

た

い

ら

小
脱

赤

い

峨

西

村

寿

行

災
の

大

地

西

村

寿

行

価

絡

破

段

以

山

三

郎

く
れ
な
い

渡
辺
淳
一

独
眼
竜
政

宗

上

・
下

阜
ム
女

貫

日
本

の

お

ん

な

平

出

旬

弓

枝

道

府

出

寿

賀

子

女
が
別
れ
を
告
げ
る
と
き

務

合

恵

子

新
源
氏
物
語
四
・
五

回
辺

聖
子

炎
の

地

図

島

国

一

関

イ
ヴ
が

死

ん

だ

夜

西

村

京

太

郎

さ
そ
り
た
ち

井

上

ひ
さ
し

愛

と

夢

と

現

身

と

寓

島

健

夫

米

内

光

政

上

下

阿

川

弘

之

風
花
の
ひ
と

五
木

寛
之

続

泥

流

地

形

三

浦

綾

子

あ

し

た

の

貌

反

樹

静

子

児
童
－

そ
ん
ご
く
う

王
貞
治

見

の

限

カ

タ

カ
L

ノ
を
お
ぼ
え
る
た
の
し
い
な
ぞ
な
ぞ

ち
い
さ
い
モ
モ
ち
ゃ
ん
ア
l
コ
の
お
み

ま
い
女
王
さ
ま
に
な
る
た
め
に
は
ん

ぶ
ん
ち
ょ
う
だ
い
お
と
り
ん
ぼ
ひ
し

め
ぐ
ち
ゃ
ん
の
赤
い
か
さ
わ
た
く
し
の

こ
ね
乙
お
ば
け
の
た
ら
ん
た
ん
た
ん

ね
こ
と
き
つ
ね
が
さ
ん
ほ
し
て
チ
ン
パ

ン
ジ
ー
の
キ
キ

そ
の
ど
の
う
さ
ぎ
と
か

め

マ

マ

お
話
き
か
せ
て
く
る
み
わ
り

人
形
小
学
生
の
誇
の
本

世
男
名
作
え
ほ
ん
全
集
却
冊

ひ
ろ
す
け
直
話
紙
芝
居
全
集

別

冊

パ
ピ
ー
ち
ゃ
ん
シ
リ
ー
ズ
紙
芝
居

8
附

ジ
ャ
イ
γ
ン
ツ
野
球
教
室
戸
リ
1
ズ
4
冊 社
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ょう。
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